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1 学ぶ力向上推進リーダー連絡協議会 2022.1.21 講義
学ぶ力向上に向けた取り組みを進めるために

実践事例・ポイント

はじめに

学力向上に向けた実践のポイント
• 学習の基盤となる資質・能力の育成
• 可視化やツール化の重視
• 子どもの参画

教師間の学び合いの創出
• 授業研究会のファシリテーション
• 実践交流のコーディネーション

大阪教育大学
木原俊行

2 学力向上の実践
は多様

3学校を基盤とする学力向上
アプローチ

4
中主小学校の様子
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5
甲良中学校の枠組み

各教員が「My くりかえしプラン」を策定

6
甲良中学校の様子

LEVEL UP! TIME

7
甲良中学校の様子

8
甲良中学校の様子

2年美術 何度も表現
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9

可能であれば，中期計画も
10 ある学校ではユニット

システムを採用して

11研究テーマに迫る実践を
グループで追究

例えば，学ぶ力向上の視点に即した研究グループを構成する

12

学習の基盤となる資質・能力

言語能力

情報活用能力

問題発見・解決能力
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13

言語能力（書く力）を育む

しっかり書ける（速く，ていねいに）

14

愛知川東小学校の授業でも

ある学校は，要約力を重視
15 16

言語能力の育成を大切にして

（２年）
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17言語能力の育成を大切に
して

（１年）

18言語能力の育成を大切に
して

（２年）

19

実践の可視化

愛知川東小学校

20
甲良中学校でも
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21
甲良中学校でも

22

子どもの参画

愛知川東小学校

23

ある中学校の生徒会活動
24子どもも授業研究推進リーダー
（鳥取県の中学校の授業研究会）
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25

教師間の学び合いの創出
26

愛知川東小学校の授業研究会

27

亀山市立神辺小学校では，3＋1で
28

活性化のための工夫

ワールドカフェ形式の協議による話し合いの深まり
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29

論点整理の視点
肯定－否定（課題）
研究テーマやその視点に即
して

異なる意見が登場している
場面

前回の授業研究会の協議事
項と重なる点

授業者（学年）のリクエスト
外部講師が有する理論等

30
最も大切なのは，各人の「振り返

り」と改善案の具体的構想

31 これは，いいですね
（亀山市立神辺小学校で）

32
「書くこと」による授業研究の

連続・発展（研究主任）
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33 ある小学校の実践交流会
（交流①異学年）

34 ある小学校の実践交流会
（交流②同一学年）

35 ある小学校の実践交流会
（全体交流）

36 ある小学校の実践交流会
（交流③同一学年）


